
個人・団体問わずどなたでも
ご参加できます。

　FAXまたはwebから
　お申込みください。

定員：120名
参加無料

子育て等を機に一旦離職した女性が、リカレント教育を活用して復職・再就職しやすい
環境整備の在り方や、地域の中で女性の学びとキャリア形成・再就職支援を一体的に
行っていくための仕組みづくりについて語り合います。

2月26日（月）
国立オリンピック記念
青少年総合センター
センター棟 102室
（〒151-0052　東京都渋谷区代々木神園町3-1）

女性の学び支援のための
研究協議会

主催：文部科学省　後援：内閣府男女共同参画局
参加対象：
再就職支援団体、起業支援団体、地域活動支援団体、
地方公共団体、男女共同参画センター、大学、企業等

h t t p s : / / www. t b s r a d i o . j p / e v e n t / 2 0 8 4 2 2
お問合せ：女性の学び支援のための研究協議会事務局（平日10:00～18:00）０３‐５５７０‐５１５１　メール：manabi@tbs.co.jp

講師：残間里江子

日本女子大学生涯学習センター所長　坂本清恵氏
（女性の再就職支援プログラムリカレント教育課程を実施）

株式会社いわきテレワークセンターキャリアプロジェクト研究員　藤田由美子氏
（平成２９年度文部科学省委託事業「女性の学びを通じた社会参画のための保育環境とキャリア形成支援の
一体的な取組推進に係る実証的な調査」受託）

日本女子大学リカレント教育課程修了生参加予定

プログラム

パネル展示

日
　
時

会
　
場

お申込み方法

■基調講演　13:40～ 14:25

■開会あいさつ　13:30～ 13:35

■事例報告・パネルディスカッション　14:45～ 16:50

受付開始 12:30～ 「女性の社会参画 ～女性に求められていること、
女性が求めていること～」

1950 年仙台市生まれ。アナウンサー、雑誌記者、編集者を経て、企画会社を
設立。2009 年、大人のネットワーク「クラブ・ウィルビー」（http://www.
club-willbe.jp）を設立。
女性に関連した著書や映像、文化イベントなど数多くプロデュース。TBS ラ
ジオ「生島ヒロシのおはよう一直線」BS-TBS「Together」に出演中。2016年
12 月放送「Together」は「女性が生きづらいニッポン」をテーマに女性の社
会進出についての問題をとりあげている。近著は『閉じる幸せ』（岩波新書刊）

「リカレント教育を通じた女性の社会参画を考える」

※プログラムは予告なく変更する場合がございます。

裏面の申込書を FAXするか、web申込フォームから

参加者募集中！

平成30年

子育て、介護をしながら働いてきた、自身の経験をもとに、 悩みや葛藤を抱え
ている現代の女性に、自分らしく働き、自分らしく生きる術を提言 します。
また女性の「学び」を通じた社会参画の可能性について、語り合います。

12:30～ 18:00
女性支援団体、地方公共
団体、大学等による女性の
社会参画を応援する取組を
パネル等で紹介します。

申込締切 2/5（月）



女性の学び支援のための研究協議会

お問合せ先：女性の学び支援のための研究協議会事務局

電話：03-5570-5151（平日 10：00-18：00）

メール ： manabi@tbs.co.jp

申込書

FAX送付先 03-5545-9193

定員先着120名様（定員に達し次第締切）
2/19（月）までに聴講券の送付をもって結果のご連絡とさせていただきます。

下記の必要事項をもれなくご記入のうえ、上記の番号へ送信ください。

車椅子のご利用　　　利用する  ・  利用しない （何れか○で囲んでください）

（ふりがな）

氏　名

国立オリンピック記念
青少年総合センター
センター棟 102 室
〒151-0052　東京都渋谷区代々木神園町 3-1
小田急線「参宮橋駅」下車 徒歩約 7分

職業または
所属団体

　　　　〒

住　所

TEL FAX

MAIL

申込みの際に提出いただいた個人情報については、当事業の実施のためにのみ利用します。
後日、文部科学省より事業改善のため、連絡させていただくことがあります。

会　場

申込締切 2/5（月）


